


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
の
記

録
保
存
に
つい
て籠

味
正
樹 

議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
一

年
以
上
続
き
、
行
政
や
民
間
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
影

響
や
対
策
、
議
論
の
経
過
な
ど
の
記
録

を
残
す
こ
と
が
大
事
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
し
た
と
き
、
将
来
の
危

機
や
ま
ち
づ
く
り
の
教
訓
と
し
て
、
関

係
者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
加
え
、
町
の

大
事
な
資
料
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

町
長
答
弁

　

未
だ
に
世
界
的
な
流
行
が
続
き
、
社

会
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
町
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

拡
大
の
恐
れ
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
感

染
者
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

感
染
症
対
策
に
関
す
る
記
録
保
存
は
、

非
常
に
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

町
対
策
本
部
会
議
の
方
針
、
感
染
者
確

認
後
の
対
応
状
況
や
国
、
道
の
指
針
や

対
策
な
ど
を
記
録
し
て
残
し
て
い
る
。

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
上
で
も
、
教
訓
な
ど
を
整
理
し
、
記

録
保
存
し
、
今
後
の
全
般
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
も
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

残
し
て
い
く
記
録
を
読
み
、
活
か
し

て
い
く
の
は
、
将
来
の
町
長
や
職
員
だ

と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

弁

答

弁

　

記
録
の
内
容
を
今
後
詰
め
て
い
く
が
、

行
政
的
に
は
重
要
な
記
録
と
な
る
。
ウ

イ
ル
ス
変
異
な
ど
、
見
定
め
な
が
ら
記

録
を
保
存
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

ウ
イ
ル
ス
対
応
に
は
、
い
く
つ
か
の

選
択
肢
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
中
で
、

ど
う
い
っ
た
対
策
を
選
ん
で
き
た
の
か
、

ま
た
、
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
対
策
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
経

過
も
残
す
こ
と
が
大
事
。
い
ろ
ん
な
現

場
で
対
応
し
た
職
員
の
声
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
残
す
こ
と
も
ひ
と
つ
の

方
法
だ
と
考
え
る
。
職
員
は
悩
み
な
が

ら
対
策
に
当
た
っ
て
き
た
と
思
う
の
で
、

将
来
の
職
員
の
た
め
に
残
せ
る
記
録
が

あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

弁

答

弁

　

会
議
や
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
議

論
の
経
過
、
医
療
機
関
、
保
健
福
祉
関

連
の
動
き
な
ど
、
記
録
は
つ
ぶ
さ
に
残

し
て
い
る
。
誰
が
見
て
も
参
考
に
な
る

よ
う
整
理
し
、
国
や
道
と
の
関
係
で
も

教
訓
が
あ
っ
た
の
で
、
活
か
す
べ
く
記

（籠味議員）

将
来
の
危
機
や
ま
ち
づ
く
り
の
教
訓
と
し
て

コロナ記録

町
長
―
記
録
を
保
存
し
活
か
し
た
い
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録
と
し
て
保
存
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

今
回
の
対
策
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
を
し
た
と
思
う
。
経
済
や
福
祉

な
ど
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
上

川
町
の
姿
が
見
え
た
の
で
は
な
い
か
。

町
内
に
は
、
ど
の
よ
う
な
産
業
が
あ
り
、

町
を
支
え
て
き
た
の
か
。
そ
う
い
う
こ

と
は
、
す
ぐ
に
で
も
町
づ
く
り
に
活
か

せ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答

弁

答

弁

　

わ
れ
わ
れ
が
今
ま
で
気
づ
い
て
な

か
っ
た
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
分

か
り
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
多

か
っ
た
。
新
し
い
時
代
へ
向
け
て
の
あ

り
方
を
業
界
と
行
政
で
議
論
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
に
つ
い
て
も
旭
川
圏
域
二

次
医
療
圏
の
機
能
が
問
題
だ
と
思
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
も
声
を
あ
げ
、
質
や
機
能
を

高
め
る
対
応
は
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ほ
か
に
も
保
健
所
の
機
能
や

感
染
時
の
公
表
な
ど
、
問
題
点
と
思
っ

た
こ
と
を
町
と
し
て
、
整
理
を
し
、
保

存
し
て
い
き
た
い
。

上
川
町
の
人
口
流
出
を
止
め
る
た

め
に
基
幹
産
業
を
ど
う
守
る
の
か

溝
口
久
男 

議
員

　

人
口
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る

た
め
に
は
基
幹
産
業
の
安
定
化
が
大
切

だ
。
農
業
で
は
、
貿
易
協
定
の
発
効
に

よ
る
農
畜
産
物
の
輸
入
増
加
は
大
き
な

影
響
が
出
る
。
観
光
・
商
工
業
で
は
、

韓
国
と
の
問
題
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
相
次
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
で
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
林
業
で
も
若
い

労
働
者
が
辞
め
、
作
業
が
遅
れ
る
。
で

き
な
い
現
状
に
あ
る
。
今
後
、
ど
う
対

策
を
と
る
の
か
。

町
長
答
弁

　

本
町
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時
の
１
／
４

以
下
の
人
口
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
で

は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

で
の
所
得
保
障
と
農
業
生
産
活
動
支
援

や
農
地
改
善
対
策
事
業
で
の
圃
場
拡
大

で
、
作
業
効
率
向
上
と
収
益
力
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
業
担
い
手
対

策
協
議
会
を
中
心
に
就
農
希
望
者
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
農
業
体
験
研
修
生

の
受
け
入
れ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

観
光
及
び
商
工
業
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

経
営
継
続
支
援
給
付
金
、
旅
館
業
事
業

者
支
援
金
な
ど
の
事
業
継
続
へ
の
支
援

や
地
域
経
済
応
援
券
や
層
雲
峡
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
、
層
雲
峡
温
泉
特
別
プ
ラ

ン
の
実
施
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
経

済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
。
国
の
第
３

次
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活

用
し
、
新
年
度
で
も
引
き
続
き
施
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
対
策
に
基
幹
産
業
の
安
定
化
を

産業振興

町
長
―
各
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

（溝口議員）

　

林
業
で
は
、
持
続
的
な
経
営
と
生
産

木
材
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、

町
産
利
活
用
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

旭
川
農
業
高
校
、
北
海
道
大
学
と
連
携

し
町
有
林
で
の
林
業
実
習
な
ど
、
交
流

人
口
の
増
加
と
人
材
の
育
成
を
進
め
た

い
。再

質
問

　

農
地
改
善
対
策
事
業
を
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
実
態
は
農
業
者
の
負
担
も
大

き
く
、
圃
場
拡
大
の
み
で
、
排
水
対
策

が
遅
れ
気
味
で
あ
る
が
、
今
後
の
考
え

は
。答

弁

答

弁

　

圃
場
整
備
を
中
心
に
基
盤
整
備
を
展

開
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
事
業
は

支
援
し
た
い
。
稲
作
だ
け
で
は
な
く
畑

作
で
も
排
水
対
策
も
含
め
た
施
策
を
今

後
も
進
め
て
い
く
。
こ
の
町
の
農
業
も

時
代
に
あ
っ
た
や
り
方
に
切
り
替
え
る

転
換
期
に
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

担
い
手
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、
就

農
者
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
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再
質
問

　

こ
れ
か
ら
長
く
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
層

雲
峡
の
ホ
テ
ル
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
従
業
員
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
い
る
町
、
観
光
地
と
い

う
Ｐ
Ｒ
と
診
療
所
で
検
査
で
き
る
よ
う

な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

弁

答

弁

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、「
対
象
全
部
に
、

ど
ん
ど
ん
や
れ
ば
い
い
」
と
い
う
話
で

は
な
く
、
や
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。
た

だ
、「
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
他
の

町
に
比
較
し
て
非
常
に
俊
敏
な
対
応
は

や
っ
て
い
る
。
第
３
次
の
国
の
交
付
金

が
約
８
千
８
百
万
円
で
確
定
し
て
い
る

の
で
、
商
工
会
や
観
光
協
会
と
協
議
し
、

有
効
な
施
策
を
改
め
て
進
め
て
い
き
た

い
。
考
え
て
い
る
の
は
１
人
１
万
円
の

商
品
券
の
発
行
、
層
雲
峡
の
宿
泊
者
に

対
し
て
、
町
内
で
使
え
る
１
人
２
千
円

の
チ
ケ
ッ
ト
発
行
な
ど
を
中
心
に
協
議

し
て
い
る
。固
ま
り
次
第
、説
明
し
た
い
。

再
質
問

　

林
業
に
関
し
て
、
町
産
財
の
有
効
利

用
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
製
品
の
開
発
を
進

め
て
い
る
が
、
地
元
で
生
産
、
開
発
で

き
る
体
制
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

森
林
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
平
成
22
年

に
策
定
し
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
平
成
26
年
に
は
森
林
組
合
の

現
場
労
働
者
も
17
人
に
増
え
た
が
、
今

は
６
人
程
度
に
減
っ
て
い
る
。
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
協
同
組
合
が
必
要
と
す
る
材
も

出
せ
な
い
、
確
保
が
大
変
厳
し
い
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
が

減
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答

弁

答

弁

　

人
材
確
保
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

確
保
し
て
も
長
続
き
し
な
い
の
が
、
今

の
状
況
と
思
っ
て
い
る
。
従
業
員
の
労

働
条
件
が
非
常
に
き
つ
い
の
が
大
き
な

問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
理
事
会
で
も

意
見
反
映
し
な
が
ら
、
労
働
条
件
を
少

し
で
も
引
き
上
げ
、
意
欲
を
持
っ
て
や

れ
る
よ
う
な
状
況
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
旭
川
農
業
高
校
や
北

海
道
大
学
と
の
連
携
を
22
日
に
協
定
す

る
。
将
来
に
向
け
て
、
地
域
林
業
人
材

育
成
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

森
林
組
合
は
、
今
ま
で
に
な
い
大
変

厳
し
い
現
状
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
願
い
し
た
い
。

答

弁

答

弁

　

林
業
は
町
に
と
っ
て
も
重
要
な
産
業

だ
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
も
、

支
援
策
を
し
っ
か
り
持
っ
て
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ッ
プ
原
材

料
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
の
協

力
を
要
望
し
て
い
る
。
道
有
林
で
は
、

現
場
で
の
森
林
組
合
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
も
回
避
を
す
る
よ
う
な
対
応
も
必
要

と
思
っ
て
い
る
。

施
し
て
い
る
が
、
農
業
体
験
実
習
生
が

何
人
ぐ
ら
い
参
加
さ
れ
、
研
修
生
が
新

規
就
農
す
る
よ
う
な
現
状
に
あ
る
の
か
。

答

弁

答

弁

　

農
業
は
若
い
人
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
、

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

我
が
町
の
農
業
で
は
、
品
質
と
消
費
者

に
喜
ば
れ
る
も
の
を
ど
う
生
産
す
る
か

だ
と
思
う
。
同
時
に
６
次
産
業
化
に
一

歩
で
も
近
づ
け
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

農
業
・
観
光
・
商
工
が
連
携
す
る
必
要

が
あ
る
。
後
継
者
が
見
通
せ
な
い
地
区

も
あ
る
。
一
つ
の
策
と
し
て
法
人
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
若
い
人
た
ち
に

も
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
農
業
に
つ
い
て
、

議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和２年秋の実り令和２年秋の実り

上川町・旭川農業高校並びに上川町・旭川農業高校並びに
北海道大学との地域包括連携協定北海道大学との地域包括連携協定
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　審議結果については、全て原案のとおり「全員賛成」で可決・承認等をしました。

２月臨時会
　２月５日に開会。令和２年度一般会計補正予算の１件を審議し、同日閉会。

可決議案等
■補正予算
◎令和２年度上川町一般会計補正予算（第９号）
〇歳入歳出それぞれ3,964万7千円を追加し、総額を65億9,668万9千円とするもので、補正予算の内容
は、新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金に係る各事業の執行状況により見込ま
れる執行残の有効活用を図るため、飲食店に50万円又は30万円を給付する飲食業緊急支援給付金
事業をはじめ８つの事業を新規・追加し、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業やふる
さと応援寄附金の増に伴う基金への積み立てが主なものです。

３月定例会
　３月５日に開会し、会期は１９日まで。行政報告、条例の改正６件、条例の制定１件、
指定管理者の指定１件、令和２年度一般会計ほか全７会計の補正予算、令和３年度
一般会計ほか全８会計予算、令和３年度一般会計補正予算などの33件を審議し、18
日閉会。

付託議案等
■当初予算
◎令和３年度上川町一般会計予算ほか計８会計予算
・予算審査特別委員会に付託

可決議案等
■条例の改正
◎上川町立給食センター設置条例の一部を改正する条例について
〇令和３年度より上川高校への給食を提供できるようにするための改正です。

◎介護保険条例の一部を改正する条例について
〇「上川町介護保険事業計画」の３年に１度の見直しに伴う第１号被保険者の介護保険料の改定（保
険料現状維持）と新型インフルエンザ等特別対策特別措置法等の一部改正に伴う改正です。
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◎上川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
◎上川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について
◎上川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について
◎上川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条
例について
〇国の指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等が改正
されたことに伴う改正です。

■指定管理者の指定
◎大雪高原旭ヶ丘交流施設に係る指定管理者の指定期間の変更及び指定管理者の指定について
○大雪森のガーデンなどの施設の管理を平成30年から指定管理者として行っている大雪山ツアーズ
㈱を令和３年４月１日から３年間引き続き指定するものです。

■補正予算
◎令和２年度上川町一般会計補正予算（第10号）
〇歳入歳出それぞれ1億1,299万6千円を減額し、総額を64億8,369万3千円とするもので、補正予算の
内容は、事業執行終了や見込に伴う整理予算のほか、主なものは、介護保険事業・介護老人保健
施設事業・診療所事業特別会計への繰出金、私立幼稚園施設型給付費及び一時預かり事業の負担
金、ふるさと応援寄附金の増に伴う返礼品の経費などです。

質疑内容

◎高梨沙羅選手の活躍に対する町の取り組みについて

◎「いきいき福祉・健康センター」について

Ｑ（笠間議員）今回、世界選手権で銅メダル
の獲得、ワールドカップで節目である60勝した
ということで、その活躍に対して町としての祝
勝会などの計画はないのか。

Ａ（教育長）世界での活躍は素晴らしいこと
と思っている。上川町の名前も相当ＰＲして頂
いている。その功績に対して、町としてもどう
いった形、方法が良いのか十分検討して、対応
をしていきたい。

Ｑ（籠味議員）一昨年の12月オープンという
ことでの１年間を通した初めての予算だったと
思う。当初の見積もりと実際執行しての違いは。

Ａ（保健福祉課長）夜間の電気料の節減など
施設職員の協力を得ながら、経費の節約に努め
てきたことと、人件費も当初見込みより抑える
ことができた。収入では、見込みより、料金を
いただける方の利用が、夏場以外は厳しい状況
だったが、65歳以上の方は、毎日100人近くの
方がご利用していただいている。利用料金に見
えない分での利活用はされている。

いきいき福祉・健康施設いきいき福祉・健康施設
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◎公営住宅の入居状況について

◎指定寄附50万円について

◎入湯税の減額について

◎町内の排雪について

◎たべもの交流館の状況について

たべもの交流館たべもの交流館

Ｑ（籠味議員）公営住宅料が当初予算より増
えている。入居状況の背景は。

Ａ（建設水道課長）例年の入居状況から予算
組みをしたが、３月時点までに予定より15戸多
い入居希望があり収入増となった。

Ｑ（濱田議員）閉館されて１年以上経ってい
るが、開館の目途など進捗状況を聞きたい。

Ａ（産業経済課長）新しく事業を行ってくれ
る業者と協議を進めている。設備も10年以上経
過し、更新等も必要となっているので、開館時
期は未定だが、業者と調整を行っているところ
である。

Ｑ（籠味議員）指定寄附金で50万円増えてい
るが、内容は。

Ａ（企画総務課長）町内の事業者から教育関
係にということで寄附いただいた。

Ｑ（久米議員）入湯税が大きく減額となって
いるが、この減収の補てんを、どのように行っ
たのか。

Ａ（副町長）新型コロナウイルス感染症の影
響で早い時期から減収が見込まれたことから、
できるだけ歳出の縮減を各課に指示し、事業の
見直し、繰り延べなど、経費の縮減を図ってき
た。

Ｑ（笠間議員）今年は大雪で、雨交じりの雪
も降り、町内の道路の状況が狭く大変危ない状
況である。火災や災害があったときに消防車両
等が入っていけない状況である。安心安全のま
ちづくりを進めていく上でも、早急に排雪の対
応が必要である。作業員の雇用期間が限られて
いる中で間に合うのか。間に合わない時は業者
に委託し、進めるべきでは。

Ａ（建設水道課長）２、３月にかけてまとまっ
た雪が降り、雨交じりの雪も降り、非常に道路
が交差できないほどの状況になっているのが事
実である。２月後半から排雪を始めているが、
雪が重く手が回らず住民の皆様には迷惑をかけ
ている。20日頃までには完了させるよう進めて
いる。予算も限られているが、状況が追いつか
ない時には、除雪業者に委託も検討をしたい。
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◎令和２年度上川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
○歳入歳出それぞれ3,867万4千円を減額し、総額を4億8,700万4千円とするもので、補正予算の内容は、
国保事業状況報告システム負担金及びインフルエンザの予防接種者等の増等で主なものは事業執
行終了や事業確定に伴う減額などです。

◎令和２年度上川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
○歳入歳出それぞれ54万1千円を追加し、総額を7,396万6千円とするもので、補正予算の内容は、後
期高齢者医療広域連合納付金の増によるものです。

◎令和２年度上川町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
○歳入歳出それぞれ3,185万1千円を追加し、総額を5億385万1千円とするもので、補正予算の内容は、
介護サービス給付対象者の増加による各サービス給付費等の増及び準備基金積立金のほか、予算
整理を行うものです。

◎令和２年度上川町国民健康保険上川町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）
○歳入歳出それぞれ1,856万3千円を減額し、総額を3億9,166万4千円とするも
ので、補正予算の内容は、国からの新型コロナウイル緊急包括支援事業に
より、トイレ手洗い場の非接触式自動水栓への取替、医療廃棄物処理委託
料などの補正のほか、予算整理を行うものです。

◎令和２年度上川町立介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第３号）
○歳入歳出それぞれ685万3千円を減額し、総額を1億7,243万9千円とするもの
で、補正予算の内容は、新型コロナウイルスの感染防止に伴う医療廃棄物
処理委託料補正のほか、予算整理を行うものです。

◎令和２年度上川町公共下水事業特別会計補正予算（第４号）
○歳入歳出それぞれ786万1千円を減額し、総額を3億483万5千円とするもので、補正予算の内容は、
新型コロナウイルスによる観光客の減に伴う下水道使用料の減と各事業確定に伴う予算整理を行
うものです。

◎令和２年度上川町簡易水道事業会計補正予算（第４号）
○収益的収入で232万円を減額し、総額を1億4,715万円
に、資本的収入で2,414万1千円を減額し、総額を3億
5,689万1千円とし、収益的支出で377万7千円を減額
し、総額を1億1,704万4千円に、資本的支出で2,596万
7千円を減額し、総額を3億8,749万2千円とするもので、
補正予算の内容は、事業確定による予算の整理及び
それに伴う消費税等の還付額の減額補正が主なもの
です。

■審査報告
◎委員会審査報告
○総務文教常任委員長から、付託された「上川町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の
制定について」に関して、「原案どおり可決すべきもの」と決定したとの報告。

○予算審査特別委員長から、令和3年度一般会計ほか全８会計予算について「原案どおり認定すべき
もの」と決定したとの報告。

層雲峡浄水場層雲峡浄水場
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

バ
ス
の
今
後
の
改
良
点
や
問
題

点
は
。

今
の
と
こ
ろ
苦
情
等
も
な
い
の

で
、
今
後
は
、
運
行
経
路
を
周

辺
地
域
ま
で
ど
の
よ
う
な
形
で

広
げ
ら
れ
る
か
。
ま
た
は
、
そ
れ
に
変

わ
る
も
の
を
配
慮
し
て
い
け
る
か
と
い

う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
事
業

都
市
部
の
企
業
人
を
受
け
入
れ

て
、
町
の
魅
力
向
上
に
結
び
付

く
業
務
に
従
事
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
を
考
え
て

い
る
の
か
。
委
託
料
の
内
訳
は
。
交
付

税
措
置
は
、
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

２
人
の
う
ち
１
人
は
Ｐ
Ｒ
会
社

と
担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
も
う
１
人
は
ア
パ

レ
ル
関
係
を
中
心
に
事
業
展
開
す
る
会

社
の
方
を
考
え
て
い
る
。
委
託
料
は
企

業
か
ら
の
提
案
を
受
け
る
経
費
で
、
特

別
交
付
税
の
措
置
率
が
50
％
。
負
担
金

は
人
件
費
相
当
で
、
全
額
が
特
別
交
付

税
措
置
さ
れ
る
。

受
け
入
れ
の
一
定
期
間
と
は
ど

の
ぐ
ら
い
な
の
か
。
そ
の
間
、

上
川
町
に
住
む
の
か
。

一
定
期
間
は
６
ヶ
月
か
ら
最
長

３
年
ま
で
。
派
遣
期
間
が
決
定

は
し
て
い
な
い
の
で
、
今
の
段

階
で
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。
町
内
の

賃
貸
住
宅
や
南
町
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
も

検
討
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
協
力

で
、
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
　
　

企
業
人
は
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

版
で
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
も
一
緒
に
事
業
に
取
り
組
む
と
か
、

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
な
ど
、

複
合
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
用
品
の
備
蓄

　
　
　

防
災
用
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
で
、
ど
の
程
度
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

５
カ
年
の
備
蓄
計
画
を
、
昨
年

策
定
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
年
次
計
画
で
防
災
備
蓄
品

を
充
足
さ
せ
た
い
。
具
体
的
に
は
、
食

料
や
発
電
機
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
出

お
も
て
な
し
花
壇
の
整
備

昨
年
は
、
町
内
会
等
に
呼
び
掛

け
一
部
植
栽
、
一
部
放
置
さ
れ

て
い
た
が
、
今
年
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

今
の
と
こ
ろ
例
年
ど
お
り
花
の

植
栽
は
行
い
た
い
。
コ
ロ
ナ
の

状
況
に
よ
っ
て
は
植
栽
の
中
止

も
あ
る
が
、
花
い
っ
ぱ
い
の
会
と
も
協

議
し
た
い
。
花
い
っ
ぱ
い
の
会
の
植
栽

が
中
止
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
町
内
会

に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
整
備
を
し

た
い
。
昨
年
は
経
費
を
町
内
会
で
負
担

い
た
だ
い
た
が
、
で
き
る
限
り
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
進
め
た
い
。

昔農
議員

企画総
務課長

湯川
議員

企画総
務課長

昔農
議員

産業経
済課長

籠味
議員

産業経
済課長

泉
議員

企画総
務課長

コミュニティバスコミュニティバス
かみくるかみくる

籠味
議員

産業経
済課長
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旭
ヶ
丘
地
区
水
道
施
設
維
持
管
理

事
業

旭
ヶ
丘
の
水
道
の
水
が
足
り
な

い
と
聞
く
が
、
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
。

　
　
　
　

昭
和
50
年
当
初
は
、
畜
産
基
地

化
が
目
的
だ
っ
た
の
で
、
牛
へ

の
飲
料
水
等
の
確
保
で
始
ま
っ

た
が
、
農
業
公
園
を
整
備
し
、
さ
ら
に

森
の
ガ
ー
デ
ン
の
整
備
に
伴
い
、
道
営

の
中
山
間
事
業
で
浄
水
場
を
整
備
し
て

き
た
。
も
と
も
と
河
川
か
ら
の
引
込
み

水
量
が
限
ら
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
森
の

ガ
ー
デ
ン
や
各
農
家
で
の
利
用
、
畑
地

へ
の
散
布
も
あ
り
、
一
時
期
に
水
量
が

足
り
な
く
な
る
。
利
用
者
と
調
整
し
な

が
ら
、
水
を
有
効
に
使
う
方
法
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

ど
の
程
度
の
水
量
が
足
り
な
い

と
か
、
調
査
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

完
成
後
２
年
で
、
調
査
は
し
き

れ
て
い
な
い
。
浄
水
場
に
は
貯

水
槽
も
あ
る
の
で
、
貯
水
量
や

流
入
、
流
出
量
は
把
握
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
と
き
に
、
ど
の
部
分
が
と

い
う
の
は
、
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。

観
光
施
設
管
理
経
費

観
光
振
興
管
理
経
費
が
半
分
以

上
削
減
さ
れ
て
い
る
。
委
託
料

や
水
道
光
熱
費
を
観
光
施
設
管
理
経
費

に
振
替
え
た
理
由
は
。

　
　
　
　

観
光
振
興
費
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

多
く
、
事
業
が
20
以
上
あ
り
、

分
か
り
づ
ら
い
の
で
変
え
た
。

施
設
管
理
部
分
を
抜
き
出
し
、
観
光
施

設
管
理
費
と
し
た
。
管
理
側
で
も
施
設

間
の
費
目
の
取
り
扱
い
も
良
い
。

　
　
　
　

観
光
施
設
管
理
経
費
に
計
上
し

て
い
る
施
設
は
、
ど
こ
な
の
か
。

細
々
し
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
銀
河
・
流
星
の
滝
駐

車
場
の
管
理
経
費
、
滝
ミ
ン
タ

ラ
の
委
託
料
、
浮
島
湿
原
ト
イ
レ
の
清

掃
委
託
料
や
各
観
光
施
設
の
冬
期
間
閉

鎖
に
伴
う
水
の
管
理
作
業
委
託
料
等
で

あ
る
。
工
事
費
で
は
紅
葉
谷
園
地
の
階

段
設
置
の
百
20
万
円
も
計
上
し
て
い

る
。　一

般
会
計
歳
入

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

昨
年
度
は
３
千
６
百
万
円
で
全

て
基
金
に
積
立
て
が
、
今
回

６
千
万
円
で
基
金
に
積
立
て
る
の
は

４
千
２
百
万
円
、
１
千
８
百
万
円
が
足

り
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　
　

１
千
８
百
万
円
は
、
こ
の
寄
付

金
の
返
礼
品
に
係
る
報
償
費
に

財
源
充
当
し
て
い
る
。
国
の
基

準
と
し
て
返
礼
品
は
概
ね
30
％
と
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
６
千
万
円
の
30
％

を
計
上
し
た
。
寄
附
者
に
は
、
地
場
産

品
を
返
礼
品
す
る
こ
と
で
理
解
を
い
た

だ
く
。

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の

内
容
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。　

新
し
い
担
い
手
に
交
付
さ
れ
る

道
の
補
助
制
度
で
、
補
助
額
は

農
業
所
得
に
よ
り
変
化
す
る
。

１
人
上
限
百
50
万
円
が
２
人
、
百
20
万

円
が
３
人
分
と
事
務
費
を
計
上
。
全
額
、

道
の
補
助
金
で
町
を
経
由
し
て
交
付
す

る
。道

営
土
地
改
良
越
路
豊
原
農
業
用

道
路
整
備
事
業

毎
年
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
が
、

今
回
の
予
算
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
進
捗
率
に
な
る
の
か
。
終
了
見
込
み

何
年
度
か
。

今
年
度
は
延
長
４
百
ｍ
程
度
の

改
良
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

道
が
実
施
す
る
の
で
、
変
わ
る

可
能
性
は
あ
る
。
今
年
は
傾
斜
が
き
つ

い
箇
所
を
施
工
す
る
の
で
、
事
業
費
に

対
し
て
延
長
が
稼
げ
な
い
。
進
捗
率
は
、

約
半
分
ぐ
ら
い
の
状
況
で
あ
る
。
道
の

予
算
も
あ
る
が
、
目
途
と
し
て
は
令
和

５
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

遠藤
議員

笠間
議員

籠味
議員

企画総
務課長

遠藤
議員

産業経
済課長

産業経
済課長

産業経
済課長

産業経
済課長

籠味
議員

産業経
済課長

旭ヶ丘水道施設旭ヶ丘水道施設

泉
議員

産業経
済課長

笠間
議員
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ら
い
ふ
は
、
加
齢

に
よ
る
体
の
衰
え
を
防
ぐ
た
め

に
、
体
力
測
定
、
講
習
や
簡
単

な
体
操
を
行
い
、
今
後
の
介
護
予
防
に

つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
の
人

数
は
、
30
人
か
ら
40
人
ぐ
ら
い
で
、
１

週
間
に
１
回
、
６
ヶ
月
ぐ
ら
い
実
施
し

て
い
る
。
歯
っ
ぴ
ー
ら
い
ふ
は
、
歯
科

医
師
の
協
力
に
よ
り
、
歯
の
磨
き
方
や

口
腔
ケ
ア
の
大
事
さ
の
講
習
な
ど
を
行

い
、
参
加
者
は
数
人
で
、
２
ヶ
月
ぐ
ら

い
実
施
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
令
和
２
年
度
は
思
う
よ
う
に
で
き

な
か
っ
た
が
、
３
年
度
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
で
き
る
範
囲
の
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

診
療
所
会
計

超
音
波
画
像
診
断
装
置
の
更
新

新
た
に
超
音
波
画
像
診
断
装
置

を
購
入
す
る
が
、
ど
う
い
っ
た

病
気
や
怪
我
と
か
を
想
定
し
、
ど
う

い
っ
た
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

エ
コ
ー
と
呼
ば
れ
る
お
腹
等
の

中
を
確
認
、
診
断
す
る
も
の
で
、

２
台
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

老
朽
化
に
よ
る
更
新
で
、
導
入
に
よ
っ

て
高
画
質
と
な
り
的
確
な
診
断
に
つ
な

が
る
。

　
　バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
効
果

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
に
変

え
て
１
年
経
っ
た
と
思
う
が
、

以
前
の
燃
料
と
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
差
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
と
そ
れ
以
前
の
重

油
の
比
較
で
は
、
３
百
万
円
ほ

ど
経
費
節
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

簡
易
水
道
会
計

企
業
債
の
償
還
状
況

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
が
前
年

度
よ
り
１
千
万
円
ほ
ど
、
層
雲

峡
浄
水
場
の
償
還
が
始
ま
り
増
え
て
い

る
が
、
こ
の
予
算
の
う
ち
層
雲
峡
浄
水

場
の
償
還
金
は
い
く
ら
な
の
か
。

　
　
　
　

層
雲
峡
浄
水
場
の
起
債
償
還
分

と
し
は
２
千
65
万
１
千
円
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
８

割
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
。

　
　

何
本
か
に
分
か
れ
て
借
り
て
い

て
、
今
回
始
ま
る
も
の
の
他
に

今
後
、
新
た
に
償
還
が
始
ま
る
も
の
が

出
て
く
る
か
ど
う
か
聞
き
た
い
。

　
　
　
　

令
和
４
年
度
か
ら
元
金
の
償
還

も
始
ま
る
。
特
に
、
設
備
関
係

は
耐
用
年
数
が
短
い
の
で
償
還

期
限
が
短
く
償
還
は
10
年
。
額
的
に
は

大
き
い
も
の
に
な
る
。
建
物
は
ま
だ
償

還
期
間
が
長
い
。
今
後
７
千
万
円
ほ
ど

増
え
る
予
定
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
に
は
、

寄
附
の
使
途
と
し
て
８
項
目
あ

る
。
こ
の
項
目
を
理
解
し
て
寄
附
し
て

く
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
回
か
ら

財
源
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
理

解
が
得
ら
れ
る
の
か
。　

返
礼
品
と
し
て
地
場
産
品
を
提

供
す
る
こ
と
で
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。
道
内
で
も
報
償
費
に

財
源
を
充
当
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
委
託
先
の
事
業
者
に

そ
の
旨
を
告
知
し
て
も
ら
い
理
解
を
い

た
だ
く
よ
う
進
め
る
。

　
　

今
後
も
３
割
分
を
返
礼
品
に
充

当
す
る
考
え
で
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
　
　

今
後
も
返
礼
品
に
３
割
分
を
充

当
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

介
護
保
険
会
計

フ
レ
ッ
シ
ュ
ら
い
ふ

歯
っ
ぴ
い
ら
い
ふ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ら
い
ふ
、
歯
っ
ぴ

い
ら
い
ふ
事
業
の
内
容
を
聞
き

た
い
。

籠味
議員

濱田
議員

籠味
議員

建設水
道課長

籠味
議員

企画総
務課長

診療所
事務長

診療所
事務長

籠味
議員

企画総
務課長

濱田
議員

保健福
祉課長

上川医療センター上川医療センター
バイオマスボイラー棟バイオマスボイラー棟

籠味
議員

建設水
道課長
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予算審査特別委員会　総括質疑
質　　　　　　疑 答　　　　　　弁

簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
と
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

簡易水道事業会計の地方債の現在高が平成28

年度から約 13 億円増えている。平成 28 年度

～令和元年度の３年間で約９億円を借りてい

る。令和 11 年、12 年までには設備に係る償

還額が大きくなり、かなり厳しい。８割を一

般会計で負担するということだが、この状況

に町長は、どのような認識を持っているのか。

� （籠味委員）

会計上区分けはされているが、町の予算的には同じで

ある。企業会計での赤字を補てんできるような事業運

営が将来的に可能なのか。東雲地区簡易普及事業や層

雲峡浄水場の建替えがあり、中央浄水場は一定程度延

命させるため、一部改修に留めている。一般会計から

の８割の負担の見直しも考えていかなければならない。

全体の中でどう維持するかだと認識している。

� （佐藤町長）
中央浄水場の建替えも大事な課題になってい

る。水道料金を上げるという考えはあるのか。

� （籠味委員）

将来的に水道料を見直すということは課題として出て

くる。層雲峡浄水場の建替えに当たっても水道料金に

ついては内部議論もした。何とか現状でやりくりし、

住民のみなさんには、負担が大きくならないよう維持

することを基本的な姿勢で進めていきたい。一般会計

からの可能な支援がどこまで許されるかも判断し、全

体の事業運営にあたっていく。� （佐藤町長）
一般会計から出すことになると、町民サービ

スなどに大きな影響が出る。非常に大きな問

題だと思っている。全体の中でしっかりと、

議会にも分かるような形で議論もしていきた

いので、検討してほしい。� （籠味委員）
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
付
託
事
件
審
査

▽
２
月
５
日

〇
上
川
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
の
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
審
査
の
経
過
等
》

　

町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
を

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定
め

る
条
例
で
、
委
員
か
ら
は
、
具
体
的
な

事
例
、
町
が
加
入
の
損
害
賠
償
保
険
と

の
関
係
、
職
員
に
損
害
賠
償
責
任
を
求

め
る
場
合
の
判
断
基
準
や
地
方
自
治
法

の
改
正
の
背
景
な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

と
決
定
し
た
。

◎
所
管
事
務
調
査

▽
２
月
22
日

〇
道
立
上
川
高
等
学
校
の
出
願
状
況
と

今
後
の
対
応

《
主
な
調
査
内
容
》

　

出
願
状
況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ほ
か
、
５
月
か
ら
の
上
川
高
校
の
生
徒

や
教
職
員
へ
の
給
食
の
提
供
や
上
川
高

等
学
校
魅
力
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
高
校
の
魅
力
向
上
を
図
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら
は
、

高
校
の
存
続
に
向
け
た
状
況
、
給
食
提

供
意
向
調
査
の
結
果
、
魅
力
活
性
化
事

業
で
の
女
性
や
中
・
高
校
生
の
意
見
反

映
の
必
要
性
、
在
校
生
の
修
学
維
持
対

策
な
ど
の
質
疑
及
び
意
見
が
出
さ
れ
た
。

〇
令
和
２
年
度
予
算
の
執
行
状
況
及
び

決
算
見
込
み

〇
令
和
３
年
度
予
算
に
係
る
主
要
事
業

①
役
場
庁
舎
内
部
改
修
事
業

②
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業

③
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
更
新

④
上
川
高
校
就
学
支
援
事
業

◎
意
見
書
審
査

▽
３
月
10
日

・
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

◎
所
管
事
務
調
査

▽
１
月
27
日

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

65
歳
以
上
高
齢
者
向
け
の
優
先
摂
取
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
な
ど
の
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
接
種
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
〇
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

国
に
申
請
し
た
旭
川
市
を
中
心
と
す

る
１
市
６
町
の
広
域
連
携
の
観
光
地
づ

く
り
推
進
事
業
や
町
単
独
で
実
施
す
る

来
年
度
か
ら
の
５
カ
年
事
業
の
内
容
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら
は
、

分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
事
業
内
容
、

層
雲
峡
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
利
活
用

な
ど
の
質
疑
及
び
意
見
が
出
さ
れ
た
。

▽
２
月
18
日

〇
上
川
町
福
祉
総
合
計
画
の
変
更

《
主
な
調
査
内
容
》

　

第
８
期
上
川
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
第
６
期

上
川
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
・
第
２
期

上
川
町
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

〇
上
川
町
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
整

備
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

町
内
の
保
育
所
及
び
両
幼
稚
園
の
一

元
化
に
向
け
、
令
和
３
年
度
に
基
本
設

計
と
現
況
測
量
の
実
施
、
今
後
の
計
画

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
か
ら
は
、

認
定
子
ど
も
園
の
形
態
、
運
営
方
法
、

幼
稚
園
の
先
生
の
処
遇
、
児
童
数
の
見

込
み
な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

〇
福
祉
会
館
改
修
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

３
年
度
か
ら
の
年
次
的
な
施
設
改
修

の
事
業
内
容
・
予
算
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
は
、
こ
の
間
の
大
規
模
修
繕

の
経
過
、
大
ホ
ー
ル
の
利
活
用
な
ど
の

質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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〇
町
産
材
利
活
用
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

事
業
目
的
や
町
有
林
の
天
然
広
葉
樹

の
有
効
活
用
の
取
り
組
み
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。
委
員
か
ら
は
、
町
産
材
の

市
場
規
模
、
私
有
林
へ
の
波
及
、
町
内

の
原
木
の
種
類
、
町
産
材
の
利
活
用
状

況
や
天
然
林
の
管
理
な
ど
の
質
疑
や
意

見
が
出
さ
れ
た
。

〇
旭
ヶ
丘
地
区
活
性
化
事
業

〇
起
業
促
進
及
び
誘
客
交
流
施
設
事
業

〇
観
光
地
づ
く
り
対
策
事
業

《
主
な
調
査
内
容
》

　

大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
、
大
雪
か
み
か

わ
ヌ
ク
モ
、
観
光
地
づ
く
り
対
策
事
業

補
助
金
に
係
る
令
和
２
年
度
事
業
実
績

及
び
収
支
見
込
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

〇
令
和
３
年
度
予
算
に
係
る
主
要
事
業

①
か
み
か
わ
福
寿
園
運
営
補
助
事
業

②
愛
山
渓
倶
楽
部
合
併
浄
化
槽
設
置

事
業

③
地
域
お
こ
し
企
業
人
事
業

④
民
間
大
規
模
建
築
物
耐
震
化
改
修

事
業

⑤
都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
事
業

⑥
旭
町
望
岳
団
地
建
設
事
業

⑦
中
央
浄
水
場
電
気
設
備
更
新
事
業

◎
意
見
書
審
査

▽
３
月
10
日

・
所
管
事
務
に
関
す
る
意
見
書
の
審
査

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▽
２
月
５
日

・
第
１
回
上
川
町
議
会
臨
時
会
（
臨
時

１
）
の
運
営

▽
３
月
１
・
12
日

・
第
２
回
上
川
町
議
会
定
例
会
（
定
例

１
）
の
運
営

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

▽
３
月
29
日
・
４
月
16
日

・
第
１
８
１
号
の
編
集
及
び
校
正

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

▽
１
月
27
日

〇
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
）
の

実
施
計
画

▽
３
月
10
日

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
▽
3
月
17
日

〇
上
川
高
校
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て

町
長
か
ら
の
行
政
報
告

�

3
月
定
例
会

◎
上
川
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
の
交
代
及

び
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
移
管
と
契

約
先
の
変
更
に
つ
い
て

　

上
川
医
療
セ
ン
タ
ー
並
び
に
介
護
老

人
保
健
施
設
つ
つ
じ
苑
の
開
設
当
初
か

ら
12
年
間
院
長
を
務
め
て
き
た
安
藤
高

志
氏
が
異
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

後
任
と
し
て
元
副
院
長
の
平
野
嘉
信
氏

が
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い

る
木
村
信
之
医
師
、
茂
又
章
徳
医
師
に

つ
い
て
も
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
後
任
に
は
重
原
良
平
医
師
、
浅
倉
由

香
医
師
が
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
現
在
、
医
療
法
人
北
海
道
家

庭
医
療
学
セ
ン
タ
ー
と
は
、
医
師
派
遣

を
目
的
と
し
た
「
医
師
出
向
契
約
」
並

び
に
上
川
町
が
行
う
医
療
福
祉
に
関
す

る
業
務
や
政
策
及
び
診
療
所
運
営
に
か

か
わ
る
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
を
目
的
と
し

た
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
」
の
２
本

の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
の
「
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
」
を
令
和
３
年
４

月
よ
り
契
約
先
を
「
医
療
法
人
北
海
道

家
庭
医
療
学
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
株
式

会
社
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
に
変

更
し
た
い
旨
申
し
出
が
あ
っ
た
。
契
約

主
体
は
変
更
と
な
る
が
、
本
町
と
の
関

係
性
は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
引

き
続
き
安
定
的
か
つ
適
正
な
事
業
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。

クラフト製品クラフト製品
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